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一
、
加
盟
申
請
受
付
期
間

平
成
十
四
年
五
月
十
五
日
～
平
成
十
四
年
七
月
三
十
一
日

二
、
加
盟
申
請
書
に
は
概
ね
下
記
の
事
項
を
記
載
ま
た
は
添
付
す
る

目
的
・
沿
革
／
分
科
会
と
し
て
の
独
自
性
・
存
在
の
必
要
性
／
会

員
構
成
／
学
術
集
会
／
機
関
誌
／
国
際
性
／
学
会
の
運
営
状
況
／

定
款
ま
た
は
会
則
／
役
員
名
簿
／
そ
の
他

三
、
加
盟
申
請
審
査
・
決
定
時
期

新
規
加
盟
審
査
委
員
会
で
審
議
の
上
、
平
成
十
五
年
二
月
開
催
の
日

本
医
学
会
定
例
評
議
会
に
お
い
て
審
査
決
定
す
る
。
ち
な
み
に
平
成
十

三
年
度
は
一
学
会
の
み
で
あ
っ
た
。

四
、
申
請
書
類

申
請
書
は
下
記
の
通
り
日
本
医
学
会
事
務
局
に
返
信
用
封
筒
（
角
二

封
筒
に
一
六
○
円
切
手
貼
付
）
を
添
え
て
請
求
の
こ
と

お
知
ら
せ

日
本
医
学
会

〒
一
一
三
’
八
六
二
一

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
’
二
八
’
一
六
日
本
医
師
会
館
内

電
話
○
三
’
三
九
四
六
’
一
二
一
二
（
内
線
三
二
四
一
～
二
）

日
本
医
学
会
へ
の
加
盟
申
請
に
つ
い
て
の
公
示

日
本
医
学
会

｜
編
集
後
記
一
果
鑑
鮭
謝
舗
椛
鳴
鋤
繊
劉
誠

例
年
通
り
申
請
し
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
私
事
に
亘
る
が
、
初
め

て
本
誌
に
拙
稿
が
掲
載
さ
れ
た
時
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
そ
の
喜
び

の
い
く
ぶ
ん
か
は
科
研
費
交
付
の
権
威
に
負
う
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
気
が
す
る
。
事
大
主
義
と
瞳
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。

個
人
の
意
識
レ
ベ
ル
で
の
構
造
改
革
が
説
か
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
国
家
財
政
難
の
折
柄
、
や
む
を
得
ぬ
仕
儀
か
と
付

度
は
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
の
通
知
に
は
「
不
採

択
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
不
採
理
由
や
採
択
基
準
に
つ
い
て
は
問
い
あ

わ
せ
て
も
一
向
に
要
領
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
由
ら
し
む
く
し
、
知

ら
し
む
く
か
ら
ず
、
の
類
か
。

科
研
費
は
小
川
鼎
三
理
事
長
時
代
の
昭
和
四
十
六
年
度
よ
り
平
成
十

三
年
度
ま
で
、
途
中
、
文
部
省
か
ら
学
振
へ
と
窓
口
は
変
わ
り
つ
つ
も
、

三
十
一
年
間
続
け
て
交
付
を
受
け
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
金
額
的
に
は

初
年
度
の
十
万
円
か
ら
昨
年
度
の
百
三
十
万
円
ま
で
実
に
十
三
倍
増
を

示
し
、
こ
こ
に
本
学
会
発
展
の
軌
跡
の
一
証
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
会
収
入
の
一
割
前
後
に
相
当
し
、
財
政
面
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
。
当
面
は
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
頁
数
等
の
干
渉
も
受
け
ず
に

済
む
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
だ
が
結
局
は
資
金
問
題
が
紙
幅
を
制
約
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
度
喪
失
し
た
も
の
の
回
復
は
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。

か
た
が
た
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ
り
の
ま
ま
を
ご
報
告
し

て
、
会
員
諸
氏
の
ご
高
見
を
仰
ぎ
た
く
思
う
次
第
で
あ
る
。（

町
泉
寿
郎
）


